
鎌倉市一般廃棄物処理施設整備のあり方について（答申） 参考資料 

 

1   年度別ごみ発生量と焼却量の推移
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＊ 環境部事業概要(平成１７年度版)から作成 

 
＊  第２次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画 ごみ処理基本計画から資料抜粋、一

部加筆 

＊  掲載した資源化率は「神奈川県一般廃棄物処理事業の概要」及び「環境省一

般廃棄物の排出及び処理状況等について」に記載されている数値と算出方法が

異なります。 

       

２ 資源化率の推移 

40.81 
42.20 

46.16 

43.66 

36.94 

36.82 

34 

36 

38 

40 

42 

 

44 

46 

48 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 

％ 



   ３ ごみ処理フロー（現行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

＊ 第２次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画 ごみ処理基本計画から資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源物 

（植木剪定材以外） 

燃 や す ご み 

積替場所                    

 

 
名越･今泉 

クリーンセンター 

リターナブルビン、衣類、アルミ原料、製鉄原料、
金属原料、ガラスビン原料、建設資材、ペットボトル
原料、プラスチック原料、製紙原料など 

燃 え な い ご み
危 険 ・ 有 害 ご み 

中間処理施設 

粗大ごみ、持ち込みごみ 

事業系 
燃やすごみ    
持ち込みごみ 

植木剪定材 

（事業系含む） 
堆肥 

溶融固化処理       

建設資材、金属原料など



４ 家庭系ごみ質の推移 

単位:％ 

項目 
平成 8年 

3 月 

平成 11年 

6 月 

平成 13年 

5 月 

平成 15年 

6 月 

平成 17年 

6 月 

紙類 29.9 28.7 27.4 23.1 23.6 

プラスチック類 8.5 15.9 12.2 12.8 16.9 

木竹類 18.0 8.9 6.6 5.4 8.2 

生ごみ 36.5 36.8 43.3 51.2 41.4 

繊維類 1.8 3.5 3.0 2.7 3.5 

その他可燃物 3.0 1.9 3.5 2.7 4.7 

金属・ガラス類 0.8 0.7 0.4 0.4 0.2 

その他不燃物 0.2 0.2 0.1 0.2 0.3 

排出容器等 1.3 3.4 3.5 1.5 1.2 

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

＊ 平成 17 年度は、容器包装プラスチック分別収集の一部試行を考慮して補正

しています。 

            平成１７年度家庭系ごみ質の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 第２次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画 ごみ処理基本計画から資料抜粋 
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５ 焼却残さの溶融固化処理の推移 

単位：トン 

年度 １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

焼却量 49,440 49,079 45,092 44,110 44,302 42,002 

処理量 6,228 6,071 5,516 5,215 5,187 4,885 

＊  溶融固化処理委託事業者は、平成 12 年度が 2 社、13～16 年度が 3 社、17

年度が 4社です。 

＊  平成 14～16 年度は焼却の一部を民間事業者に委託していますが、その焼

却による焼却残さ量は含まれていません。 

＊  第２次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画 ごみ処理基本計画から資料抜粋、

一部加筆 

 

 

６ 植木剪定材の処理量の推移と推計 

単位：トン 

年度 

項目 
１５ １６ １７ １８ ２１ ２４ ２７ 

植木剪定材 9,248 10,610 11,523 10,226 10,204 10,136 10,045 

 家庭系 3,171 4,056 4,405 4,076 4,008 3,916 3,810 

 事業系 6,077 6,554 7,118 6,150 6,196 6,220 6,235 

＊  平成 15～17 年度は実績数値、平成 18年度以降は推計値です。 

＊  第２次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画 ごみ処理基本計画から資料抜粋、

一部加筆 

 


